
2014年より毎年開催しているギャラリー・
パルク主 催による展 覧 会 企 画 公 募
「Gallery PARC Art Competition」。6回
目となる本年は、応募総数64プランから厳
正な審査により採択された2名・1組による
3つの展覧会を開催いたします。
本展はその［#01］として、4階展示室で坂口
佳奈・二木詩織による展覧会「キャンプがで
きたらいいな。」を、2階展示室で加藤舞衣
による個展「部屋と外」を同時開催するもの
です。また、7月26日から8月11日までの
［#02］ではパルクの全フロアを会場に、洪
亜沙による個展「アンバー・ランド」を開催い
たします。

本展「キャンプができたらいいな。」は、坂口
佳奈（さかぐち・かな）・二木詩織（ふたつぎ・し
おり）によるもので、武蔵野美術大学 美術専
攻油絵コースを修了した二人は、「旅・距離・
時間をコンセプト」にしたインスタレーショ
ンを展開させています。
二人の住む東京から約450キロ離れた京
都まで、新幹線で2時間、車で5～6時間、歩
くと100時間以上の距離を、いろいろな方
法で何度も旅をして、その道中で撮影した
写真、収集したものや制作したものを、旅の
合間に書き留めた『道中記』とともに、ギャ
ラリーの4階から配置・構成しています。また、
それは旅の道中のものばかりではなく、旅
から帰った日常のエピソードに端を発した
ものや、旅の体験を下敷きに制作した絵画
や映像なども含まれています。
本展には「キャンプができたらいいな。」と思
って出発した旅に紐づく記憶と記録が、ゆる
やかな繋がりをもって並べられ、それは「ど
こからどこまでが旅」なのか分からないこと
と似ています。そうして並べらたものやエピ
ソードを想像すること、思い出すことで繋ぐ
ことは、時間や距離を異にした、新たな旅と
もなるのではないでしょうか。

時間と距離についての記録

これらは、私たちが東京から京都までを移
動した道のりの記録である

いくつかのルールを設定し、東京から京都
までの距離（その距離を経ることで何が起
こるのか）を考察した。

1. 東京から京都を様々な方法を使って移動
する

2. 毎日、どんな1日だったのか記録をするた
め、『道中記』を書く

3. 定点観測のように、なるべく休憩地点で
はソフトクリームを食べる

4. 個人的な視点を含め、目に飛び込んだ景
色、または物体を撮影する

日常と非日常の反復を、記憶として留める
ことで、再びその旅路を往復することがで
きる。

坂口佳奈・二木詩織

本展示はGallery PARCの4階から屋上までをひ
とつのインスタレーションとしています。以下
はその中で目に付いた物について坂口・二木か
ら聞き取った話をまとめたものです。

［二木］ 時間と距離みたいなことを自身の制
作の中で考えていて、今回京都で展
示できることになって、距離もあるし
面白そうだなと思って、東京から京都
に徒歩とか、車とか新幹線とか夜行
バスとか、いろんな方法で行ってみる
という試みです。いろんな資料がいっ
ぱいあって、それらにゆるやかな関
連性を持たせてインスタレーションに
しています。

─日付とエピソードが書かれた紙は？

［二木］ 二人で『道中記』という日記のような
ものをそれぞれ書いて、起きたことを
記録していたのですが、別々に行動
していた時に、同じような時間にトイ
レに行っていたりとか、同じものを見
ていたりとか、そういう些細な面白さ
をピックアップしてます。

［坂口］ 『道中記』なんですけど、時間の流れ
や速さみたいなもの、今回なら車と
か歩きとか、新幹線とか、色々な手段
で京都にいるということを、速さとい
う時間の違いで表せたかなと思うん

ですが、それは「動き」としての時間と
いうか。それとは別に「記憶」でもまた
時間の流れを再構成していて、展示
でまたその旅の様子とか、時間の流
れの様子を振り返る。自分たちでも、
つくりながら発見していくというか、
つくりながら思い出していって、私と
二木の記憶と時間の「場」みたいなも
のだと思っています。

［二木］ どっちが書いているとかも曖昧にし
ています。友達の名前とか急に出てく
るし、お互いの彼氏の話もあったり。
その場で起こったこともあれば、自分
の生活の中で起こっていることが、道
中で何か出てきたりもしたので。

─スクリーンの地図は京都までの道の
り？　点線と直線の違いは？

［二木］ 緑の点線は車で木曽経由で行った時。
オレンジの点々は一番時間をかけて
歩いてきた時。直線は新幹線です。

─このオレンジの丸がそれぞれの出発
点ということなら、この合流地点は？

［二木］ 湯河原です。そこで合流しました。

─大きい丸は？

［二木］ 泊まったところとか重要な地点です。

─テーブルの写真は？

［坂口］ いっぱいある写真は、道中で私たちが
連続で見たり、何回も見たものです。

［二木］ 局地的にいろんなものが集まってい
るエリアがあって。飛び出しの絵、恐
竜のフィギアがどこの軒先にも置い
てあるゾーンとか。住宅街なんですけ
ど、近江八幡から京都の間。あとは旅
の間で食べたものとか。あと季節的
にビワがよく木になっていて、それが
何回も目に入って。「あ、ビワの木だ」
と写真を撮ってて、そしたら彦根あた
りでビワみたいな遊具が見つかって。
よくビワの実を見てなかったら、遊具
を見てもビワと思わない。ビワに対す
る解像度が高くなっているから「ビワ
だ！」と思ったりとか。琵琶湖もビワだ
し。あと「つがい」も。一緒にいる鳩と
かいっぱいみたり、屏風の絵になって
いたり。平和堂の鳩とか。コメリとか。

［坂口］ つがいじゃないけど2つあるとか。

─それでビワの木？

［坂口］あまりに何度も見かけるので途中か
ら意識して探すようになっていて。最
初は私が気になっていたんですが、

二木に話すといつしか一緒に意識す
るようになって。いつも手が届かない
距離や場所にあって、もはや憧れに
近かったビワが、彦根に着いた時に、
たまたま手がとどく木になっていた
ので食べてみたら、あっさり執着が消
えてしまって。

［二木］ けど、その木のすぐ近くの公園に、ビ
ワに良く似た遊具があって。手に持っ
ていたビワと、空中に浮いているよう
なビワがすごく重なって。「ビワ」って
いう珍しいものがたまたま重なった
ことが面白くなって。

［坂口］ 展示で、その一連の面白さを再現し
ようと、その遊具に似たものをハンズ
に電話したり、ネットで検索してたん
ですが、見つからなくて。

［二木］ そのうち「ビワのようなもの」を一生
懸命に探している状況自体が面白く
なってきて。なんか、ビワを模した遊
具を模したようなものが、必要とも思
えなくなってきて。

［坂口］ で、そもそもビワの木を持ってきてい
たので、それを置いてます。

─キング？

［二木］ これは名古屋城のあたりで見つけた
自販機で買った飲み物。ペットボトル。

［坂口］ で、水筒がわりでずっと使っていて。
［二木］ ゲストハウスの冷蔵庫に入れてたの

で名前を書いてます。
［坂口］ で、お茶入れてました。水筒として。

─プロジェクターの映像は？

［二木］ これは6月1日に彦根にいたんです
けど、その時にお茶屋さんに寄って休
憩してたらお店の人がお茶を廻して
出してくれて、作法が何もわからなく
て、自分も廻したほうがいいのかな、
と坂口さんに聞いたら、お店の人が
廻してくれてたからいいんじゃない？
と。そういうもんなんだなぁ、と。

［坂口］ あとから調べたら、お茶碗の一番い
い場所を見せるため、とわかって。じ
ゃあ、お互いがいい場所を見せ合お
うと。お互い飲まずに廻しあう。

─後から撮った映像ということ？

［坂口］ そうです。
［二木］ 二人とも廻して置いて、渡しても相手

が廻してまた置いて。
［坂口］ 誰も飲まない。

─琵琶湖の魚の本

［坂口］ 道中であった事に関するアイテムを

実際に買って、それと同じように設置
している。琵琶湖の魚の本は、泊まっ
た宿泊施設に置いてあって、それを
自分たちの部屋まで持って行ってずっ
と窓辺にディスプレイしていて。ただ、
その時は内容はほとんど見ていなく
て、ただ飾っていただけで。帰ってか
ら買って、少し読んだけど。

［二木］私はまだほとんど読んでないです。

─ほしよりこの漫画

［坂口］ 借りれるところで、実際に読んだ漫画
です。

［二木］ 私は上下巻を読んだんですけど、坂
口さんはまだ上巻しか読んでなくて。
それも結構おもしろいなと。だから上
巻だけ。

─カップラーメン

［坂口］ ケンカした話をしたことを『道中記』
に書いて、それを展示しようと思った
時、一番に思い出したのがカップラー
メンで。その時、お互いがカップラー
メンを向かい合って食べてたなぁと。
それくらいなんとなくな話で。

［二木］ただ、私はその時はケンカの話を坂
口さんがしていたことは、あまり大き
なことと捉えていなくて。よくある愚
痴かと思ってたんです。ただ、坂口さ
んが書いた『道中記』を読んで、ケン
カの話を人にしたということがとても
重大なことだったんだと後で気づい
てショックで。

［坂口］ ただ、もちろん実物がなくて。展示し
ているカップラーメンは、搬入を手伝
ってくれた若林さんがセブンイレブン
のクジで当てたものです。

［二木］それとあとで思い出したんですが、私、
その時カップスープを食べていて。坂
口さんの話を聞いて、カップラーメン
だと思い込んでいたんですけど、カッ
プスープでした。

─絵

［坂口］ 私の絵です。泊まったドミトリーから
出発する時のエピソードがあるので
すが、その時の様子を絵にしています。

─神社の映像は？

［坂口］ 関東に戻ってから撮ったもので、実際
にあったことをもとにつくっています。
清水寺にいったときに、私がお金を
入れて、そういう時の作法がいまいち
わからなくて、鳴らす前にお金を入れ
て、拍手して祈ってたら、隣にきた外

国人の人が鐘を鳴らそうとしていて。
［二木］ 坂口さんが先に鐘を鳴らされたら、

その人が10円あげたことになってし
まうと。

［坂口］ それで焦ったという話をしていて。
［二木］ それが印象的で。
［坂口］ じゃあ鳴らされる人の映像をとろうと。
［二木］ 横取りされるところを

─ところでよくお腹が痛くなりますね

［坂口］ 二人ともよくお腹痛くなります。よく
気持ち悪くもなります。

─派手なシャツ

［坂口］ 私たちの共通の友達である若林さん
が京都にいて、泊まらせてもらって、
帰る日にひとつエピソードがあって。

［二木］ 私が派手なシャツを着ていたら、若林
さんも朝、それにあわせて派手なシャ
ツを着て出発してくれて。その時の若
林さんのシャツです。

［坂口］ 私はその時にはもう先に出発してい
て、そのシャツを見ていなくて、「派手
なシャツ」としか知らなくて。初めて見
ました。

─歯

［二木］ 旅行中ずっと親知らずが痛くて、坂口
さんにも歯が痛いとずっと言ってて。
そしたら坂口さんが「親知らずを抜く
のにハマった時期がある」って。

［坂口］ 前に短期間にたくさん抜いた時があ
って、それがまったく痛くなくて、ちょ
っと気持ちよくて。

［二木］ その旅からの帰りに、近所の歯医者
の前を通ったので、そのタイミングで
予約して。実際に抜いた歯です。きれ
いに抜いてもらいました。

─歯ブラシ

［二木］ 若林さんの家に歯ブラシを忘れてし
まった。

［坂口］ この入れ方いいね。

─屋上の倉庫の映像

［坂口］ 木曽でキャンプした時、実際に魚を釣
って、捌いた時の映像。

［二木］ この空間（屋上の倉庫）に血なまぐさ
い映像が合うなと思って編集したも
のです。

─テント

［坂口］ 魚の絵だったり、それに関連する写真
だったりを置いてます。テントは実際
に使っていたものではなく借り物です。

キャンプができたらいいな。
I wish I could camp.

坂口佳奈・二木詩織 
SAKAGUCHI KANA・FUTATSUGI SHIORI

2019年7月5日│金 _ 7月21日│日　11：00 - 19：00

Gallery PARC ［ 4階展示室～屋上 ］

協力：若林菜穂

Gallery PARC
Art Competition
2019 #01_4F



C.V.

坂口 佳奈　SAKAGUCHI KANA　

新しい景色を絵画で表現できないかと考え

制作しています。 私は、空間のずれや絵の

具の重なりによって私たちが普段生活して

いる現実とは異なる時間を表現できるかも

しれないと考えています。なぜなら、それら

は別々な時間を共有して存在していると思

うからです。そのずれや重なりをきっかけに

ものごとを新しい目線で捉えもっと柔軟に

世界と関わりを持ちたいと感じています。 

1991年 熊本県生まれ
2017年 武蔵野美術大学造形学部油絵学科A コ
ース卒業
2017年 武蔵野美術大学造形研究科修士課程美
術専攻油絵コース入学
2019年 武蔵野美術大学造形研究科修士課程美
術専攻油絵コース卒業

2019 KISO PAINTINGS vol.3 夜明けの家（大
銭屋 / やぶはら 長野）

　- - 東京五美術大学連合卒業制作展（国立新
美術館）

　- - 武蔵野美術大学卒業・修了制作展（武蔵野
美術大学　小平キャンパス）

2018 克服展（サンクトペテルブルク / ロシア）
　- - Slide,Flip, and Turn（武蔵野美術大学

図書館　中央大階段）
2017 武蔵野美術大学卒業・修了制作展（武蔵野

美術大学　小平キャンパス）
　- - 東京五美術大学連合卒業制作展（国立新

美術館）
　- - アタミアートウィーク 2017（ツイキレンタ

ルスペース / 静岡）
　- - 理化学研究所展示プロジェクト2017（理

化学研究所・横浜キャンパス / 神奈川）
2016 Sound of Silence（武蔵野美術大学課

外センター展示）
2015 GOLDE NAGE（武蔵野美術大学芸術祭）
2013 トリアグラム展（武蔵野美術大学芸術祭）

［受賞歴］
2017　武蔵野美術大学卒業制作展優秀賞 

二木 詩織　FUTATSUGI SHIORI

自身の体験をどう切り取るか、また編集する

かというのが作品のテーマです。 例えば友

達と旅行に行ったことを思い出しながら地

図を描くパフォーマンスをしたり、それを映

像にしたりしています。その中で、自分しか

知らない情報を作品に盛り込んだり説明を

省いたりすることもあります。当然そうする

と作者である私と観客の間に情報量の差が

生まれます。最近、飼っている犬を見て、この

犬には言葉が通じないんだと思って驚きま

した。この犬に何かを伝えることはできない。

でも犬は撫でてほしそうにこちらを見てくる

こともあるしひざの上で寝ることもあって、

その時私は犬の気持ちを察しようとしたり

思い込みで接します。 「この犬に何かを伝え

ることはできない」けど言葉があるからとい

って人間同士はコミュニケーションを取れて

いる、何かを伝えていると断言できるのでし

ょうか？お互いの情報量に差があることが

当たり前なのだということを考慮し、観客と

自分の間の距離を作品にしたいと考えてい

ます。

1993年 神奈川県生まれ
2017年 武蔵野美術大学 造形学部油絵学科Bコ
ース 袴田クラス 卒業
2019年 武蔵野美術大学 造形研究科 修士課程 
美術専攻油絵コース 修了

2019 武蔵野美術大学卒業・修了制作展（武蔵野
美術大学 小平キャンパス）

2017 青春スリーポイント計画（Art Center 
Ongoing / 東京）

　- - 武蔵野美術大学卒業・修了制作展（武蔵野
美術大学 小平キャンパス）

2015 個人的な生活 緩やかな断絶（ギャラリー
monogram / 東京）

　- - 変な話なんだけど（武蔵野美術大学 課外
センター）

　- - 私たちが偽りのない何かに出会うための
方法（武蔵野美術大学）

　- - 小東京☆銀河 vol.8 品出し（府中卸売セ
ンター / 東京）

2013 ヤマニキ展（武蔵野美術大学）

Q・A

─ プラン採択時のコメント

 京都へ訪れるまでに起きる出来事が
いつ、どうして作品となっていくのか
制作することで考えることができれば
と思います。予想外なことが起こって
も楽しみながら進めていきたいです。

 時間や距離のついての作品を作って
みたいと思っているので、自分が住ん
でいる土地から約450キロも離れた
京都で展示する機会を与えていただ
いてうれしいです。新幹線で2時間、
車で5～6時間、歩くと 100時間以上
の距離です。 いろんな手段で移動し
て作品を作りたいと思います。

─本公募に応募した理由について

 坂口と二木、2人で展示を企画したい
と考えていたことがきっかけでした。
そのとき、たまたま友人にGallery 
PARCのコンペ情報を教えてもらい
ました。東京から京都までの道中記
を作品にしてみたらどうかという話
が持ち上がり、今回の公募の応募に
つながりました。

─展覧会コンセプトやテーマについて

 旅、距離、時間をコンセプトの作品制
作をしたいと考えています。 私たち
が住んでいる土地から京都に到着す
るまでの距離や道中も記録にとり作
品として発表したいです。そのために、
まず京都へ行くこと計画します。それ
に基づいて出発し、道中記をつけて
いきます。

─展覧会について

 私たちの住んでいる土地から京都に
到着するまでの距離や道中を記録し、
旅、距離、時間を共有のコンセプトと
して作品を発表しています。

─本展覧会（作品）について、目論見・挑
戦などのポイントを教えてください

 メディアの違う2人ですので初めての
挑戦ばかりです。旅をコンセプトにす
ることもはじめてなので、作品にどの
ように反映され、どのように思考が変
化するのか楽しみです。想像すること

はできても、実際には多くのハプニン
グがあると思うので、それを楽しめた
らと考えています。時間というコンセ
プトは2人の共通する問題でした。二
木による「時間を行き来する映像とパ
フォーマンス」と坂口の描く「描くとい
う手法によって時間を可視化する絵
画」の作品が、今回の展示によって、
お互いに刺激を受けながら新しい形
で発表できたらと思います。

─ それぞれの現在のメディアはどのよ
うな理由で選択したものですか

［坂口］ もともと絵を描くのが好きで、油絵を
選択しました。大学に入り、少しの間
だけインスタレーションをしていた時
期もあったのですが、自分が楽しみ
ながら作品を作れる方法は描くこと
だと自覚してからは油絵や水彩で作
品を作っています。

［二木］ 何かをしっかり決めてから行動する
のが苦手なので、どうにでもなるよう
な手軽なものを作品に取り入れるよ
うになりました。

 
─現在の問題意識や興味など

［坂口］ 最近は生活と記憶をテーマに描くこ
とで、それらの関係を結び合わせら
れないかと考えています。これまでは
色や形、ものの存在について興味が
高かったのですが、今はもっと身近な
経験を元に、見過ごしている経験や
景色を描いてみたいです。

［二木］ 色々な時間が同時に流れていること
に興味があります。例えば今回の作
品でいうと、東京から京都まで1週間
かけて旅をしている間にずっと歯が
痛かったことなど。

─作品をつくることとは

［坂口］ 特に特別なことはなく、例えば毎日誰
かと話をしたり、本を読んだりするこ
とと同じだと思っています。作品を見
せることで自分の世界がプラスにも
マイナスにも広がると思います。作品
を見た人も、自分と同じように世界が
プラス、マイナスどちらにも広がって、
考えたり、対話するきっかけが生まれ
ればいいなと思っています。

［二木］作品を作るってどういうことなんだろ

う？　と今回展示してみて改めて思
いました。作品を見せることについて
も考え中。

─ 今後の活動の中で目指したい、取り
組みたいことは

［坂口］ 大学を卒業した今、積極的に作品を
発表していきたいと考えています。自
分の思考を深めるためにもインプッ
トアウトプットは継続していくことが
今の目標です。絵を描くことも大事な
のですが、楽しむことやアイディアを
大事にしていくことが活力だと思って
いるので、いろいろなことに興味を持
てるよう常にアンテナを張っていこう
と思っています。また、現在地方の小
中、養護学校を中心にワークショップ
活動も行っており、そちらも作品制作
と共に継続していきたいです。ワーク
ショップ活動は大学在学時の仲間と
共に行っていて、土地や風土をテー
マにしたワークショップなどを企画し
ています。その土地だから見つかるア
ートを、ワークショップを通して自分
たちも参加者と一緒に探していけた
らと考えています。

［二木］もっと長い時間を内包した作品を作
ってみたいです。

─これから自分の見たいものは

［坂口］ 自分の想像以上のものや出来事に
出会いたいと思います。

［二木］珍しい観葉植物

─現在の自身の問題点は

［坂口］気分屋なところ
［二木］すぐに連絡を返せないところ

─何が美しいか

［坂口］自分の家の猫
［二木］パフェ

─何が醜いか

［坂口］無駄な怒り
［二木］油ギトギトのラーメン

─何がかっこいいか

［坂口］気持ちに余裕がある時
［二木］毅然とした態度

─何がかっこわるいか

［坂口］自分勝手な時
［二木］ヘコヘコしてる態度

─何が気持ちいいか

［坂口］夏の夕方、早めに帰宅して入る風呂
［二木］散歩（5月くらい）

─何が気持ち悪いか

［坂口］歯磨きしないで寝た時
［二木］汚い洗面所の床

─何を望んでいるか

［坂口］わくわくすること
［二木］1年の間に良い気候の日がもっと増

えること

─何を望まないか

［坂口］贅沢

─何を求めているか

［坂口］行動力と決断力
［二木］やりたいことを全部やること

─何を恐れているか

［坂口］考えなくなること
［二木］最近低気圧の日に頭痛があるので、

それが悪化すること

─楽しいことは

［坂口］集中している時
［二木］好きな時に好きなところに出かける

─苦痛は

［坂口］我慢しているとき
［二木］よくわからないことに拘束されてる

時間

─行ってみたい場所は

［坂口］カナダのモントリオール植物園
［二木］タイ

─やってみたいことは

［坂口］バンジージャンプ
［二木］バンジージャンプ

─これから何をしたいか

［坂口］ 気になることはなんでも挑戦したい
［二木］アボカドの水栽培


